
４　内容
（１）　基本研修　　　

　本会は、管理栄養士・栄養士として備えておくべき職域共通の基本スキルの
修得のため、別紙「基本研修項目一覧」の各項目の研修を実施する。

　本会は、（公社）日本栄養士会「認定管理栄養士・栄養士」取得のために年
間で概ね8単位以上の実施に努めるものとする。

（２）　実務研修

　実務研修は、各領域に特化した知識・技能研修のための分野別研修を相互に
活用して、実施するものとする。企画及び実施にあたっては、別途設置する生
涯教育委員会と連携、情報交換、調整を図る。

　本会は、（公社）日本栄養士会「認定管理栄養士・栄養士」取得のために年
間で概ね15単位程度の実施に努めるものとする。

　また、各職域事業部会員のみを対象とした事業部毎に開催する研修会につい
ても当該年度4月1日までに生涯教育委員会に実務研修認定申請書を提出し、必
要時間数及び項目内容等を審査し、適正であれば実務研修の単位とするものと
する。

（３）　従前の生涯学習において取得した単位の振替
　平成21年度から25年度までに取得した単位については、実務研修の取得単位
として平成32年度まで振り替えることができる。

（２）　演習、実習等　180分

（２）　ＰＤＣＡサイクルの活用による社会的評価

　自身の評価をおこない、到達目標を決定して研修計画（Ｐ）を各自で作成
し、実践（Ｄ）、評価（Ｃ）、改善・見直し（Ａ）を繰り返すことによりスキ
ルの向上をめざす。これにより、管理栄養士・栄養士が「知識・技術・倫理の
面で信頼できる専門職」であるとの社会的評価を得る。

２　対象
　本会会員及び一般の方々
　ただし、単位取得及び認定については、本会正会員かつに日本栄養会正会員
に限る。

３　単位
１単位当たりの研修実施時間については、次のとおりとする。

（１）　講義　90分

　従来から行ってきた生涯学習（ＣＥ：ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ　ｅｄｕｃａｔ
ｉｏｎ）からキャリア形成を支援できる生涯教育制度とするために、生涯職能
開発（ＣＰＤ：ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ　ｄｅｖｅ
ｌｏｐｍｅｎｔ）への移行を図ることとし、「単位」　や「認定」の取得では
なく、管理栄養士・栄養士として国民のために役立てる能力を身につける。

公益社団法人富山県栄養士会生涯教育(基幹教育)実施要領

公益社団法人富山県栄養士会（以下、「本会」という。）は、生涯教育（基幹教育）を下
記のとおり実施する。

記

１　目的
（１）　生涯職能開発による能力向上

実施要領1



②単位の振替認定

作成　平成27年11月1日
改定　平成29年11月1日

（１）単位の取得と認定
①単位の取得
　会員は、各種生涯教育（基幹教育）を受講して、所定の単位（基本研修30単
位、実務研修30単位（臨床栄養40単位）を取得する。

　本会へ申請された他の職域団体等による研修について、栄養士会生涯教育と
しての適切性を審査し、振替認定指定研修会として決定する。振替認定指定研
修会を受講し、単位認定を希望する者は、本会の指定した時期に振替単位取得
証明書を提示して、単位認定を受けることができる。なお、振替認定できる単
位は5単位（臨床栄養分野は10単位）を上限とする。

９　受講料
（１）生涯教育（基幹教育）に係る必要な経費は次のとおりとする。

①受講料は、講義1単位1,000円、演習1単位2,000円とする。
②非会員は講義1単位2,000円、演習1単位4,000円とする。
③コース受講の設定は、開催年度毎に生涯教育委員会で検討する。
④他団体の研修を受講し認定を受ける場合、1単位の認定手数料は200円とす
る。

　　

（３）　事務局の業務
①委員の委嘱、委員名簿の管理、委員会開催通知
②講師依頼に関する通知
③会員への開催通知・参加費の徴収
④受講者名簿の作成と管理

７　実施報告
　基幹教育（基本研修・実務研修）の実施報告書を作成し、（公社）日本栄養
士会に提出する。

８　基幹研修の単位認定
　単位認定及び認定申請に関わる事務については、（公社）日本栄養士会の業
務委託を受けた業務として富山県栄養士会事務局が代行する。

②各役割分担の業務内容について検討及び決定

　生涯教育（基幹研修）の効率的な実施を図るため、年間研修計画を作成し、
本会の会報、ホームページ等により周知する。また、年間研修計画を（公社）
日本栄養士会に提出し、「日本栄養士会雑誌」及び「日本栄養士会ホームペー
ジ」への掲載を依頼する。

６　運営組織と役割
　本会に生涯教育委員会を設置し、次の運営に関する事項を行う。委員会は、
本会の各職域事業部から選任された委員をもって組織し、運営する。

（１）　研修内容の企画・計画
①基本研修・実務研修の年間実施計画の作成
②研修の内容、単位配分と研修方法（講義・演習）の検討及び決定
③実施日時及び会場、講師の選出と交渉
④アンケートの作成、集計及び次年度に向けた考察

（２）　研修会の運営
①研修会運営の役割分担の検討及び決定

５　会員への周知
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